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はじめに  

Vectorwiseは、パフォーマンスとプライス・パフォーマンスにおいて、他を圧

倒するデータベースです。（ページ4 Figure 1を参照）この度発表した

Vectorwise Hadoopコネクターを利用することにより、Apache Hadoop 

Distributed File System（HDFS）からVectorwiseに対し、低価格の一般的な

ハードウェアを使用しながらも、極めて高速でデータをロードできるようにな

りました。 

 

Vectorwiseはシングルサーバ、Hadoopは４ノード構成とし、全て15,000ドル

以下16コアの同一ハードウェアを使用し、パフォーマンステストをしたとこ

ろ、HDFSからVectorwiseへのロードのスループットとして、1時間当たり３

TB以上を達成しました。 

 

Vectorwise Hadoopコネクターは、Hadoop Distributed File System（HDFS）

上のデータを高速、簡単に読み出し、Vectorwiseに転送し、高速検索を可能に

します。本書では、Vectorwise Hadoopコネクターの使用例とパフォーマンス

に関して記述します。 

 

Introduction 

データ自体がビジネスの中核となっている企業が急速に増加しています。その

ような企業は、Actian Vectorwise や Hadoopといった、高速で費用対効果の

高いビッグデータ向けの技術をうまく利用しながら、構造化データや非構造化

データからデータの価値を引き出す新しいシステムを構築しています。 

 

長い間、リレーショナルデータベースが、構造化データを管理、分析するため

の標準でした。しかし、Webログ、ソーシャルメディア、ロケーション、セン

サー、そして各種の機械が自動生成するデータなど、次々と新しい技術と、様々

な構造化されにくいタイプのデータが生成されています。このような新しいタ

イプのデータが増加するにつれ、リレーショナルデータベースは徐々に非効率

で、高価なストレージエンジンとなってきました。 

 

Hadoopは、大量のコンテンツ情報を取り込み、取り出すためのマッシブ・パ

ラレル・アーキテクチャであると同時に、非構造化、半構造化データにほとん

ど無限のストレージを提供し、ビッグデータの一般的なフレームワークになっ

てきました。しかし、Hadoopはシンプルなアーキテクチャであり、Vectorwise

のような、多くのリレーショナル・データベースが提供する高度にインタラク

ティブなマルチユーザ検索環境のためのオプティマイゼーション機能が備わ

ってはいません。 
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Analyzing Big Data 

Hadoopは、大量データをクラスター間で分散処理するマッシブ・パラレル・

アーキテクチャです。Hadoopは、ビッグデータを格納、管理し、取り出すに

は理想的なアーキテクチャですが、データを検索するのは極めて低速です。

Hadoopは、クラスターの全てのノードに並列処理を行なわせるためのオーバ

ーヘッド、独立したディスク、多様なデータなどにより、検索が遅くなってし

まいます。特にユーザの検索が競合したりするとなおさらです。結果として、

Hadoopは、多人数による同時検索はもとより、高速な非定形検索には向いて

いないことになります。 

 

Vectorwiseは、ビッグデータからの高速レポーティング、高速分析向けの記録

破りのデータベースです。Vectorwiseは、今日のx86 CPUの持つ処理能力を

使い切るために特別に設計された高パフォーマンスのエンジンを搭載し、

ACID特性に準拠したANSI SQLベースのリレーショナルデータベースです。

Vectorwiseは、データを他のリレーショナルデータベースより超高速で処理す

るので、ユーザはより多くのデータをより速く分析できるようになります。更

に、他のデータベースが同等の結果を得るためにかなりのハイスペック機を使

用したり、クラスター構成を採用したりするのに対して、Vectorwiseでは、全

ての作業をシングルサーバでこなします。 

 

Vectorwiseはパフォーマンス、プライス・パフォーマンス、エネルギー効率の

分野におけるTPC-Hで数々の記録を有しています。しかも、これまで考えら

れなかったような圧倒的な差をつけて従来の記録を塗り替えています。

（www.tpc.org/tpch） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

http://www.tpc.org/tpch
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Vectorwise and Hadoop Environments 

VectorwiseとHadoopの統合は、ビッグデータの分析という課題を実現する強
力な組み合わせとなります。Vectorwiseは現在、NK、IsCool Entertainment、
edo interactiveといったソーシャルメディア、オンラインゲーム／マッチング、
データアグリゲータといった10を超えるユーザサイトでHadoopデータの分
析パフォーマンスを格段に引き上げています。 

 

以下の図では、Hadoop及びその他のシステムに対する分析クエリーをスピー
ドアップさせるため、Vectorwiseがどのように利用されるのかを示しています。
VectorwiseはリレーショナルデータベースとHadoopに格納されたデータに
対しての分析クエリーに高速で答えを返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vectorwise Hadoop Connector 

Vectorwise Hadoopコネクターは、HadoopからVectorwiseへ大量データをロ

ードする最も高速で費用対効果の高い方法です。 

 

Vectorwise Hadoop コネクターは、Hadoop/HDFSと Vectorwise の間におい

て、パラレル・バルクローダーとして機能します。コネクターは、Hadoop の

並列処理機能を利用してデータをオフロードし、Vectorwise の圧縮されたス

トレージブロックを事前生成した後、データを Vectorwise へロードします。

その際、データベースサーバ上の Vectorwise に対する影響は極めて限定され

たものであり、高速の SQLデータ検索には影響を与えないように設計されて

います。 
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Vectorwise Hadoop コネクターは、Actian社によって開発、サポートされ、

Hadoop の安定したバージョンである 1.0.3以降のバージョンで稼働します。 

 

Performance Tests 

100GBから 1TBの範囲の様々な量のデータでパフォーマンステストを行いま

した。 

 

Configuration Overview 

データのロード性能は、HadoopとVectorwiseのハードウェア構成、データ量、

データのタイプ、そしてテーブル定義といった複数の要素によって異なってき

ます。 

 

全てのテストにおいて、Intel E5-2650 CPU（8コア／CPU、2GHz、2.8GHz

ターボ、20MBキャッシュ）を２個搭載したDell R720と192GB RAM及び12 x 

300 GB 10k RPMドライブが使用されました。 

 

合計で5台の全く同じサーバを使用しました。1台でVectorwiseを稼働させ、

残り4台で小規模なHadoopクラスター（マスターノード1台、Map/Reduceジ

ョブを実行する3台のスレーブサーバ）を構成しました。Hadoopクラスター

のそれぞれのスレーブでは最大で35Mapタスクと24のReducerタスクが実行

できるよう設定しました。 

 

Vectorwise サーバのハードウェア価格は合計で 1万 5千ドル以下です。 
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Data Load Rates from Hadoop to Vectorwise 

ロードするデータサイズは、115GB（1,800万行）から1TB（1億5,800万行）

です。ターゲットテーブルは48カラム（2個の整数カラム、20文字からなる1

個の文字型カラム、170文字からなる45個の２バイト文字型カラム）からなり

ます。データは完全にランダムに生成しました。 

 

以下の Table 1 は、reducer がデータを Vectorwise サーバに最初に送った時

点からのロード速度が 1 時間当たり 2TB～3TB の辺りにあることを示してい

ます。最も速いのは、230GB をロードした時の 4 分 35 秒で、1 時間当たり

3.03TB のロード速度になっています。1TB では、1 時間当たり 2.14TB で、

28分 30秒でロードされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全てのテストは、データ量とは無関係に同一のクラスター構成で実行しました。

以下の Figure 4では、500GB以上の比較的大きなデータ量では、安定的に 1

時間当たり 2TB 程度のロードパフォーマンスを示しているのが分かります。

テストは、3台の Hadoopスレーブサーバを使用しました。 
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Data Load Size (GB) 

 

End-to-End Data Load Rates from Hadoop to Vectorwise 

 

以下のテスト結果は、小規模の Hadoop クラスター上で Hadoopジョブが開始

した時点から最終的にロードが終了するまでのロード時間を計測したもので

す。（Table 1の数値は、Vectorwise データベースにデータの書き込みが始ま

った時点からの数値です。） Vectorwise データベースに書き込む前に、

Hadoop 側で Vectorwiseを圧縮してデータブロックを生成するため、データ

ロードのスループットは低くなり、1時間当たり 0.59TBから 0.48TB程度に

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もし、Hadoopのスレーブサーバを増やすことができれば、Hadoop側でのデ

ータブロックを生成するための時間を減少させることができ、結果として

Vectorwise Hadoop コネクターの全体のスループットを改善することになり

ます。 
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Conclusion 

HadoopとVectorwiseを組み合わせて使用することにより、ビッグデータの抱

える問題点を解決することが出来ます。Hadoopは、大量データを収集、整理、

格納、そして取り出すための、拡張性が極めて高いデータの格納庫です。一方、

Vectorwiseは、ビッグデータの分析スピードという領域では、他のデータベー

スを圧倒する高速データベースです。Vectorwise Hadoopコネクターは、

HadoopからVectorwiseへのデータロードを高速、かつ経済的に行います。 

 

 HadoopとVectorwiseからなるこの２層構造により、汎用的・一般的なハー

ドウェア上でビッグデータを高速、かつ経済的に分析出来るようになります。

Vectorwise Hadoopローダーは、Hadoopデータへのシームレスなアクセス、

そしてリアルタイムに近い分析を可能とし、結果として、ビッグデータの分析

と、それに基づいたアクションを決定することが出来るようになります。 

 

関連情報とVectorwise及びHadoopコネクターの評価版は以下から入手可能

です。 

 http://www.actian.com/vectorwise 

 

http://www.actian.com/vectorwise

